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《 2014 被災地の移動送迎支援活動セミナー》

大災害時における障がい者・移動制約者の

実態と取り組みの課題

必要な移動送迎支援活動

　東日本大震災から 3 年目を迎えた今も、「公共交通機関などが徐々に整備され、ニーズが減っていくのではと

の予測に反して、障がい者 ･高齢者への配慮が行き届いておらず、移動手段のニーズに対応しきれていない」（ゆ

め風基金・現地レポート）という状況に胸がつまる想いです。自由な移動を制約されている方々への期限が延

長された仮設住宅などにおける移動送迎支援活動の継続が、ますます重要な課題になってきているのです。

　本セミナーにおいて、被災地での日常的な行政、医療、各地の支援団体グループとの連携や現地スタッフの

養成、今後の自然災害支援活動時にもつながる支援体制の整備などについて、移動制約者にとって利用できる

交通機関がなかった実態も含めての解明と現地からの報告を交えて、参加者全体でこれからの取り組みの課題

を考えていきたいと思います。多くの心ある皆さん方のご参加をお待ちしております。

●【講演】「災害時における障がい者・移動制約者の実態と必要な移動送迎支援活動」：
　　　　・講師：吉田 樹さん（福島大学 経済経営学類 准教授）福祉送迎調査研究者
　
●【パネルディスカッション】

　　　　「災害時の移動支援の現状と３年になっての取り組みと課題」：
　・コーディネーター：八幡 隆司さん（認定 NPO 法人 ゆめかぜ基金 理事）
　・報告と課題の提起

　　　①村島 弘子さん（NPO 法人 移動支援レラ 代表／石巻市大街道東）
　　　②竹下 敦子さん（NPO 法人 ハックの家 代表／岩手県下閉伊郡田野畑村菅窪）
　　　③小山 貴さん（日本障害フォーラム いわて支援センター／岩手県陸前高田市気仙町）
　・助言者　吉田 樹さん（福島大学 経済経営学類 准教授）

●【行動提起～まとめに代えて】柿久保 浩次さん（関西ＳＴＳ連絡会 事務局）
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■主 催：認定ＮＰＯ法人 ゆめ風基金 ／ 関西ＳＴＳ連絡会 

　■問合せ：・認定 NPO 法人 ゆめ風基金　TEL:06-6324-7702 FAX:06-6321-5662
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 E-mail：yumekaze@nifty.com
　　　　　　・関西ＳＴＳ連絡会　TEL/ FAX ： 06-4396-9189  E-mail：k-sts@e-sora.net）

《セミナー次第》



福島大学 経済経営学類 准教授（うつくしまふくしま未来支援センター兼務）：

　2007 年東京都立大学大学院都市科学研究科博士課程修了。首都大学東京都市環境学部リサーチ・アシ

スタント、同助教を経て、12 年 3 月より現職。専門分野は、地域交通計画、地域観光政策。国土交通省

社会資本整備審議会、同交通政策審議会の臨時委員として、交通基本法案の検討に関わる。

吉田 樹 さん

特定非営利活動法人 ハックの家

特定非営利活動法人 移動支援レラ

日本障害フォーラム (JDF) いわて支援センター

氏　　　名

団　体　名

団体 (個人 )

住所・連絡先

　〒　　　　　－

電話番号（　　　　　　　　　　　）　FAX 番号（　　　　　　　　　　　）

（申し込み用紙）

個人情報保護法に基づき提供された個人情報は

その目的以外の用途には利用しません。 FAX. ０６- ４３９６- ９１８９

【たかつガーデン・アクセス】

●近鉄「上本町駅」より東北へ 約 5 分 

●地下鉄「谷町九丁目駅」より東北へ 約 10 分 【たかつガーデン・地図】

プロフィール

石巻市大街道東 4 丁目 2 番 10 号（支援団体：NPO 法人 石巻復興支援ネットワーク）：2011 年 3 月の大

震災により、石巻地域だけで 6 万台の乗用車が流出。障がいや高齢、体調不良などによる移動制約者へ

の手助けや移動支援を石巻市、東松島市、女川町で取り組む。活動継続の一環として、障がい者や高齢

者に対する“福祉有償運送事業”を準備しながら、災害時の移動支援のモデルケースをつくることをめ

ざしている。

岩手県下閉伊郡田野畑村菅窪 20-2：“トムソーヤー”のハックルベリーフィンにちなんだ団体名で、

木工工作、織物、パン工房、畑作業などいろいろな作業をしている障がい者のための地域作業所。

田野畑村復興の拠点の一つとして、障がい児の一時預かり事業の新規立ち上げや、地域の方のた

めの職場づくりに取り組む。

岩手県陸前高田市気仙町字内野 35 番地 7 号：通

院、通学支援等の移動支援に取り組む。震災から

1,000 日以上経った今も、仮設住宅などの支援要

請は増えている。陸前高田の地元の方に半日勤務

をお願いして、現地スタッフ 2 名と支援員によっ

て活動を続けている。


